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４２．４５

意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする旨の書面を提出し

た意匠登録出願の意匠Ａを「本意匠」とする関連意匠の意匠登録出願に

係る意匠Ａ’の登録要件判断における、意匠法第４条第３項の「証明す
る書面」によって示された公開意匠Ａの取扱いについて

　関連意匠の意匠登録出願については、意匠法第４条第２項の規定を受けるための手続が

されていないのであるから、公開意匠Ａと類似する関連意匠の意匠登録出願の意匠Ａ’は、
意匠法第３条第１項第３号の意匠に該当し、拒絶となる。

　なお、関連意匠の意匠登録出願Ａ’の出願に当たり、公開意匠Ａを「証明する書面」に記
載し、意匠法第４条第２項の規定の適用が認められれば、他に拒絶の理由がない限り関連

意匠の意匠登録出願の意匠Ａ’は登録される。（説明は、４２．４４を参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公開意匠Aについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　意４条２項の規定の適用を受けようとする意匠登録出願

　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　 　A　　　本意匠
　　　　　　　　　　　　　　拒絶

　　　　　　　　　　公開意匠　　　　　　　　　　　　　 A’　　関連意匠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意４条２項の規定の適用を受けない意匠登録出願


